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始めに
・工芸品について
工芸とは、美術的な工業生産品を作る技の事

⇓
工芸品は、美術的な工業生産品

・工芸品の現状
⇓

買い手の減少

そこで！！
工芸品は何故売れなくなってしまったのか



今までのまとめ
全校生徒対象に工芸品の印象についてアンケートを取る

⇓
工芸品は高価な物 身近に安価で買えるお店が増えた

例）100円均一・ダイソー

そこで！！
ダイソーに重点を置き創業に至るまでの経緯
全国・世界展開までに至る経緯までなどを調査

⇓
時代変化によるお金の最小単価の変化

例）戦後 昭和中期 10円で物が買える 最小単価10円
現代 100円で物が買える 最小単価100円

新たな疑問
少子高齢化における職人の減少もありえるのでは！？



まとめとテーマ
・今までで分かったこと
工芸品は高価な物 身近に安価で買えるお店が増えた

・自分の意見

工芸品の買い手の減少は身近に変えるお店が増えたこと
だけなのか？

現代は少子高齢化社会なので、買い手の減少は少子高齢
化が関係しているのでは？

・新たな疑問
少子高齢化により職人が減少しているのではないか！？
職人の減少＝工芸品の買い手の減少？

・全ての共通点
思考の変化 最小単価の変化 環境の変化

⇓
時代の変化が原因

・テーマ

工芸品の買い手の減少は
時代の変化によるものか



まとめとテーマ
・今までで分かったこと
工芸品は高価な物 身近に安価で買えるお店が増えた

・自分の意見

工芸品の買い手の減少は身近に変えるお店が増えたこと
だけなのか？

現代は少子高齢化社会なので、買い手の減少は少子高齢
化が関係しているのでは？

・新たな疑問
少子高齢化により職人が減少しているのではないか！？
職人の減少＝工芸品の買い手の減少？

・全ての共通点
思考の変化 最小単価の変化 環境の変化

⇓
時代の変化が原因

職人の減少＝工芸品の買い手の減少



日本の現状

・1950年（戦後5
年）～2017年まで
・2017年以降推測

・グラフから
分かること

高齢化率の増加



日本の現状

・グラフから
分かること

男女共に平均寿
命の増加



職人の高齢化
後継者不足



職人の減少＝工芸品の
買い手の減少？

・分かったこと
工芸品の作り手（職人）の大半が高齢者
少子高齢化なため、後継者不足

⇓
工芸品が減少

⇓
工芸品の値段が上がる

⇓
買い手が減少

これにより、「職人の減少＝工芸品の買い
手の減少」は成り立つと言える



新たな疑問
・自分の考え
後継者不足は少子高齢化だけが原因？

いくら少子高齢化とはいえ、沢山人がいる
のになぜ？
他に何かしらの原因があるのでは？

⇓
工芸品に興味関心が薄れたのでは？

・新たな疑問

後継者不足は、私達が工芸品に対する興
味関心の変化によるのではないか！？


